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一
、
日
ソ
共
同
考
古
学
調
査
へ
参
加

　
一
九
八
八
年
の
夏
、
シ
ベ
リ
ア
に
お
い
て
一
ケ
月
問
、
日
ソ
共
同
考
古
学
調
査
に
参
加
す
る
と
い
う
貴
重
な
機
会
を
得
た
。

　
加
藤
晋
平
千
葉
大
学
教
授
と
、
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
シ
ベ
リ
ア
支
部
、
歴
史
・
言
語
・
哲
学
研
究
所
所
長
ゼ
ェ
レ
ビ
ャ
ン
コ
博
士
と

が
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
と
な
っ
て
、
日
本
と
ソ
連
の
初
め
て
の
共
回
調
査
が
六
年
間
の
計
画
で
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
八
六
年
の
第
一
次
共
同
調
査
は
、
日
本
か
ら
加
藤
教
授
以
下
五
名
の
研
究
者
が
西
シ
ベ
リ
ア
の
ア
ル
タ
イ
に
出
か
け
て
調
査
を
実

施
し
た
。
一
九
八
七
年
の
第
二
次
共
同
調
査
は
、
ゼ
ェ
レ
ビ
ャ
ン
コ
博
士
以
下
六
名
の
研
究
者
が
日
本
に
招
か
れ
、
北
海
道
か
ら
九
州
の

各
地
を
訪
れ
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
・
遺
物
の
調
査
と
、
研
究
者
と
の
意
見
の
交
換
を
行
っ
た
。

　
そ
の
際
、
ソ
連
の
研
究
者
二
行
は
、
別
府
大
学
に
も
足
を
仲
ば
し
、
別
府
大
学
付
属
博
物
館
が
こ
の
Ｉ
〇
年
に
わ
た
っ
て
調
査
を
続
け

て
い
た
大
野
川
流
域
を
中
心
に
し
た
旧
石
器
時
代
の
資
料
を
見
学
し
、
そ
の
成
果
を
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
八
九
年
に
予
定

さ
れ
て
い
る
第
四
次
共
同
調
査
で
は
、
大
野
川
流
域
に
お
い
て
共
同
発
掘
調
査
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
火
山
灰
の
堆
積
が
発
達

し
て
い
る
大
野
川
流
域
や
大
陸
に
近
い
九
州
の
旧
石
器
文
化
研
究
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
が
う
か
が
え
る
。
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今
年
の
二
月
、
加
藤
教
授
か
ら
、
シ
ベ
リ
ア
で
の
第
三
次
日
ソ
共
同
考
古
学
調
査
の
ス
タ
ョ
フ
の
一
員
と
し
て
、
参
加
の
誘
い
を
受
け
た
。

　
日
本
と
関
係
の
深
い
シ
ベ
リ
ア
細
石
器
文
化
の
調
査
を
ア
ム
ー
ル
川
流
域
で
、
さ
ら
に
、
今
後
日
本
で
本
格
的
な
研
究
が
開
始
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
中
期
旧
石
器
文
化
の
調
査
を
ア
ル
タ
イ
山
地
で
直
に
行
う
機
会
は
皆
無
に
近
い
だ
け
に
、
喜
ん
で
、
今
回
の
シ
ベ
リ
ア
で

の
第
三
次
日
ソ
共
同
考
古
学
調
査
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
八
八
年
七
月
八
日
、
新
潟
空
港
か
ら
、
日
本
海
を
北
上
し
、
サ
ハ
リ
ン
（
樺
太
）
の
近
く
か
ら
西
へ
方
向
を
変
え
た
ア
エ
ロ
フ
ロ

ー
ト
の
ジ
ェ
。
ト
機
は
約
二
時
間
一
〇
分
後
に
、
シ
ベ
リ
ア
の
空
の
玄
関
で
あ
る
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
空
港
に
到
着
。
空
港
で
は
、
今
回
我
々

一
行
五
名
を
招
待
し
て
く
れ
た
ゼ
ェ
レ
ビ
ャ
ン
コ
博
士
と
研
究
所
所
員
の
出
迎
え
を
受
け
る
。

　
　
二
、
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
調
査

　
シ
ベ
リ
ア
で
の
最
初
の
調
査
の
た
め
、
二
〇
名
程
度
が
乗
る
こ
と
が
で
き
る
小
さ
な
船
で
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
ア
ム
ー
ル
川
を
下
る
。

ア
ム
ー
ル
川
は
シ
ベ
リ
ア
東
南
部
に
源
を
発
し
、
中
国
東
北
と
の
国
境
に
沿
っ
て
東
流
し
、
さ
ら
に
オ
ホ
。
ク
海
へ
と
注
ぐ
世
界
第
ハ
位

の
大
き
な
川
で
あ
る
。
こ
の
ア
ム
ー
ル
川
は
シ
ベ
リ
ア
の
川
の
中
に
あ
っ
て
、
太
平
洋
側
に
注
ぐ
唯
一
つ
の
大
河
で
、
サ
ハ
リ
ン
を
介
し

て
日
本
列
島
の
北
と
シ
ベ
リ
ア
と
の
交
流
の
ル
ー
ト
が
、
古
く
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
実
際
、
大
正
か
ら
昭
和
の
前
半
に
、
日
本
を
取
り
巻
く
ア
ジ
ア
諸
地
域
を
フ
ィ
ル
ド
に
し
て
、
考
古
学
・
人
類
学
・
民
族
学
の
諸
分
野
で

偉
大
な
調
査
研
究
業
績
を
遺
し
た
鳥
居
龍
蔵
博
士
は
、
こ
の
ア
ム
ー
ル
川
に
も
足
を
延
ば
し
、
日
本
と
の
関
連
を
調
査
し
て
い
る
。
日
本

の
研
究
者
で
学
術
調
査
を
目
的
に
ア
ム
ー
ル
川
を
下
る
の
は
、
鳥
居
博
士
以
来
初
め
て
の
こ
と
と
知
ら
さ
れ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
っ
た
。

　
川
岸
が
何
処
に
有
る
か
確
認
で
き
な
い
ほ
ど
広
く
、
至
る
と
こ
ろ
に
数
多
く
の
中
洲
が
発
達
し
て
い
る
ア
ム
ー
ル
川
を
約
五
時
間
ほ
ど
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下
っ
た
右
岸
に
サ
カ
チ
ア
ー
リ
ア
ン
遺
跡
と
ガ
ー
シ
ャ
遺
跡
の
二
遺
跡
が
隣
接
し
て
在
る
。
こ
れ
が
最
初
の
調
査
遺
跡
で
、
シ
ベ
リ
ア
の

歴
史
・
言
語
・
哲
学
研
究
所
の
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
先
生
以
下
二
〇
名
近
い
調
査
ス
タ
。
フ
の
キ
ャ
ン
プ
に
迎
え
ら
れ
る
。

　
サ
カ
チ
ア
ー
リ
ア
ン
遺
跡
は
新
石
器
時
代
（
Ｂ
Ｃ
約
三
〇
〇
〇
年
）
の
遺
跡
で
、
河
岸
に
転
が
る
大
き
な
玄
武
岩
に
、
曲
線
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
ヘ
ラ
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
動
物
、
歌
舞
伎
の
く
ま
ど
り
を
連
想
さ
せ
る
人
の
顔
や
人
面
（
マ
ス
ク
）
な
ど
、
三
〇
点
ほ
ど
岩

の
線
刻
画
が
見
ら
れ
る
。
本
来
こ
れ
ら
の
線
刻
画
の
大
半
は
、
川
岸
に
露
出
し
て
い
た
岩
壁
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
が
、
永
い
年
月
の
間

に
川
辺
へ
崩
れ
落
ち
た
も
の
で
あ
る
。
線
刻
画
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
こ
の
地
方
の
新
石
器
時
代
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
土
器
に
施

さ
れ
て
い
る
文
様
の
類
似
か
ら
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
線
刻
画
を
残
し
た
人
々
に
つ
い
て
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

主
要
な
線
刻
雨
は
拓
本
（
拓
影
）
と
写
真
で
記
録
す
る
。

　
ガ
ー
シ
ャ
遺
跡
は
、
河
岸
か
ら
一
段
上
の
段
丘
上
に
位
置
し
た
新
石
器
時
代
か
ら
中
石
器
時
代
の
多
層
遺
跡
で
、
約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
堆
積

土
層
に
複
数
の
文
化
層
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、
こ
の
遺
跡
の
最
下
層
か
ら
ク
サ
ビ
形
細
石
核
・
細
石
刃
を
始
め
と
す
る
石
器
群
と
共
に

発
見
さ
れ
た
土
器
は
、
こ
の
地
域
の
中
石
器
時
代
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
、
放
射
性
炭
素
に
よ
る
年
代
は
、
１
２
｡
９
６
０
ｔ

１
２
０
年
Ｂ
Ｐ

の
値
が
出
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
シ
ベ
リ
ア
最
古
の
土
器
の
Ｉ
つ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
シ
ベ
リ
ア
で
の
土
器
の
起
源
を
考
え
る
上

で
重
要
視
さ
れ
る
。

　
長
崎
県
の
福
井
洞
穴
・
泉
福
寺
洞
穴
を
始
め
、
日
本
に
お
い
て
も
細
石
核
・
細
石
刃
と
共
に
一
万
数
千
年
前
と
考
え
ら
れ
る
土
器
が
発

見
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
今
後
、
シ
ベ
リ
ア
・
中
国
・
日
本
を
含
め
て
、
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
の
終
末
か
ら
新
石
器
時
代
へ

の
推
移
、
た
と
へ
ば
、
細
石
器
文
化
と
土
器
の
起
源
の
問
題
が
究
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
寒
冷
地
の
シ
ベ
リ
ア
に

お
い
て
も
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
土
器
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
具
体
的
な
一
つ
の
証
拠
が
ガ
ー
シ
ャ
遺
跡
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

ガ
ー
シ
ャ
遺
跡
の
調
査
期
間
は
僅
か
二
日
間
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
発
掘
主
任
の
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
先
生
か
ら
現
地
で
説
明
を
受
け
、
シ



ベ
リ
ア
最
古
の
土
器
が
出
土
し
た
土
層
を
削
っ
て
堆
積
状
況
を
観
察
し
、
さ
ら
に
、
調
査
区
の
一
画
を
地
元
の
研
究
者
と
一
緒
に
発
掘
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
（
写
真
１
）

　
シ
ベ
リ
ア
の
発
掘
で
は
、
宿
泊
施
設
の
有
る
と
こ
ろ
か
ら
調
査
地
が
遠
い
た
め
、
遺
跡
近
く
に
キ
″
ン
プ
を
は
っ
て
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
遺
跡
の
調
査
も
、
そ
れ
以
後
の
調
査
で
も
テ
ン
ト
生
活
で
あ
っ
た
。

　
短
い
調
査
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
極
東
地
方
の
少
数
民
族
の
『
ナ
ナ
イ
族
』
に
も
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
極
東
地
方
の
ア
ム
ー
ル

川
下
流
域
・
沿
海
地
方
・
サ
ハ
リ
ン
に
は
、
歴
史
・
言
語
・
生
活
な
ど
が
類
似
し
た
い
く
つ
か
の
民
族
が
住
ん
で
お
り
、
約
九
九
〇
〇
人

と
い
わ
れ
る
ナ
ナ
イ
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
ナ
ナ
イ
の
形
成
は
ツ
ン
グ
ー
ス
・
中
国
・
モ
ン
ゴ
ー
ル
・
朝
鮮
な
ど
の
多
く
の
要
素
が
加
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
言
語
的
に
は
ツ

ン
グ
ー
ス
・
満
州
語
で
あ
る
。
彼
ら
の
生
業
は
、
ア
ム
ー
ル
川
を
上
っ
て
く
る
季
節
的
な
サ
ケ
猟
を
基
盤
に
し
た
漁
扮
と
、
毛
皮
や
食
肉

を
獲
得
す
る
た
め
の
狩
猟
で
あ
る
。
サ
カ
チ
ア
ー
リ
ア
ン
遺
跡
、
ガ
ー
シ
ャ
遺
跡
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
っ
た
川
岸
に
マ
ナ
イ
の

小
さ
な
村
が
在
り
、
そ
の
村
か
ら
お
年
寄
り
・
子
供
を
含
め
て
約
二
〇
名
の
ナ
ナ
イ
の
女
性
が
、
我
々
の
キ
″
ン
プ
に
や
っ
て
来
た
の
で

あ
る
。
（
写
真
７
）

　
彼
女
た
ち
は
ア
イ
ヌ
の
女
性
が
身
に
着
け
て
い
る
の
に
類
似
し
た
『
テ
ト
。
エ
』
と
よ
ば
れ
る
赤
・
明
る
い
空
色
・
濃
い
緑
色
の
長
衣
を
ま

と
い
、
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
歌
と
踊
り
を
披
露
し
て
く
れ
た
。
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
大
切
に
着
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
晴
れ
着
（
結

婚
衣
装
）
を
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
晴
れ
着
に
は
、
南
の
海
で
し
か
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
安
貝
や
小
さ
な
金
銅
製
の
飾
り
板
が
と
り

着
け
ら
れ
、
さ
ら
に
、
多
く
の
刺
し
ゅ
う
が
施
さ
れ
て
い
る
。
晴
れ
着
一
枚
に
も
ナ
ナ
イ
の
生
活
の
歴
史
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
の
後
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
戻
り
、
次
は
ア
ム
ー
ル
川
の
上
流
域
の
調
査
の
た
め
、
再
び
ゼ
ェ
レ
ビ
ャ
ン
コ
博
十
二
行
と
共
に
、
チ
ヤ

１
タ
ー
の
ジ
ェ
。
ト
機
で
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
空
港
を
発
ち
、
六
〇
〇
キ
ロ
西
の
ブ
ラ
ゴ
ベ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
ヘ
移
動
。
眼
下
の
ア
ム
ー
ル
川
流
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域
に
は
、
無
数
の
小
さ
な
湖
沼
や
広
大
な
湿
地
が
ど
こ
ま
で
も
続
き
、
改
め
て
シ
ベ
リ
ア
の
大
き
さ
を
感
じ
る
景
観
で
あ
る
。
ブ
ラ
コ
ベ

シ
チ
ェ
ン
ス
ク
は
緑
の
多
い
町
で
、
ア
ム
ー
ル
川
（
黒
竜
江
）
の
対
岸
に
は
中
国
の
愛
輝
（
黒
河
）
の
町
が
広
が
っ
て
い
る
の
を
目
の
当

た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ア
ム
ー
ル
川
地
質
学
研
究
所
の
船
『
ナ
フ
カ
号
』
に
乗
り
換
え
、
ア
ム
ー
ル
川
上
流
の
ゼ
ア
川
・
セ
レ
ム
ジ
七
川
を
約
四
Ｏ
Ｏ
キ
ロ
さ

か
の
ぼ
る
。
船
内
で
地
質
学
研
究
所
の
ソ
’
ロ
キ
ン
先
生
に
は
ア
ム
ー
ル
川
上
流
域
の
地
形
・
地
質
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
ゼ
ュ
レ
ビ
ャ
ン
コ

博
士
に
は
ア
ム
ー
ル
川
上
流
域
の
後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
群
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
る
。
ア
ム
ー
ル
川
上
流
域
に
外
国
の
研
究
者
が
入

る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、
今
後
の
シ
ベ
リ
ア
考
古
学
研
究
で
の
一
つ
の
中
心
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ラ
ゴ
ベ
シ
チ
ェ
ン
ス

ク
を
発
っ
て
約
一
一
時
間
後
、
セ
レ
ム
ジ
ャ
川
と
そ
の
支
流
で
あ
る
ウ
ル
マ
川
の
合
流
点
に
あ
る
第
五
〇
遺
跡
（
ウ
ス
チ
・
ウ
ル
マ
遺
跡
）

の
キ
ャ
ン
プ
地
に
到
着
。
（
写
真
２
）
こ
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
、
今
年
の
夏
も
約
四
〇
日
間
の
予
定
で
地
元
の
研
究
者
、
大
学
の
教
員
・

学
生
な
ど
四
〇
名
余
り
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
調
査
に
参
加
す
る
。

　
遺
跡
は
二
つ
の
川
に
挾
ま
れ
た
小
高
い
丘
に
立
地
し
て
お
り
、
丘
の
頂
上
部
・
斜
面
、
さ
ら
に
斜
面
を
下
り
た
平
坦
部
に
そ
れ
ぞ
れ
調
査

区
が
設
定
さ
れ
て
、
長
期
計
画
の
発
掘
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
各
調

査
区
の
堆
積
状
況
や
出
土
遺
物
を
見
学
し
、
さ
ら
に
我
々
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
調
査
区
の
発
掘
を
行
う
。
北
海
道
・
東
北
地
方
の
資
料

に
類
似
し
た
細
石
核
・
槍
先
形
尖
頭
器
な
ど
の
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。

　
こ
の
遺
跡
の
キ
″
ン
プ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
セ
レ
ム
ジ
ャ
川
流
域
に
お
い
て
こ
の
三
？
八
年
の
間
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
多
大
な

成
果
が
見
ら
れ
た
バ
ル
カ
ス
ナ
ヤ
遺
跡
を
始
め
と
す
る
後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
を
七
箇
所
、
そ
れ
に
シ
ベ
リ
ア
考
古
学
の
父
と
言
わ
れ

る
オ
ク
ラ
ド
ニ
コ
フ
博
士
が
二
五
年
前
に
調
査
を
行
っ
た
グ
ラ
マ
ツ
ウ
ー
ハ
遺
跡
な
ど
を
船
で
訪
ね
る
。

　
遺
跡
は
い
ず
れ
も
草
原
あ
る
い
は
ブ
ノ
ン
ュ
を
掻
き
分
け
て
登
っ
た
小
高
い
丘
に
立
地
し
て
お
り
、
セ
レ
ム
ジ
ャ
川
・
ゼ
ア
ー
川
、
そ
れ



に
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
緑
の
草
原
が
見
渡
せ
、
日
本
の
夏
を
思
わ
せ
る
日
中
の
暑
さ
の
中
で
、
一
服
の
清
涼
剤
に
な
る
素
晴
し
い
眺
め
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
各
遺
跡
の
文
化
層
の
堆
積
状
況
の
観
察
・
記
録
と
調
査
区
の
一
部
を
実
察
に
発
掘
す
る
。
素
晴
し
い
景
色
と
対

照
的
に
、
調
査
お
よ
び
テ
ン
ト
生
活
で
は
カ
・
ブ
ョ
・
ア
ブ
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
る
。
今
年
は
例
年
に
比
べ
、
こ
れ
ら
の
虫
の
発
生
は
少
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
我
々
に
す
れ
ば
十
分
過
ぎ
る
ほ
ど
の
十
分
な
数
の
由
が
、
昼
夜
を
問
わ
ず
飛
び
回
っ
て
い
る
。

　
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
遺
跡
群
見
学
お
よ
び
発
掘
調
査
は
Ｉ
〇
日
あ
ま
り
で
あ
っ
た
が
、
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
後
期
旧
石
器
時
代
か
ら
中

石
器
時
代
の
遺
跡
・
遺
物
と
北
海
道
・
東
北
と
の
強
い
関
連
性
を
十
分
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
す
な
わ
ち
、
日
本
の
北
海
道
・
東
北
地
方
の
後
期
旧
石
器
文
化
終
末
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
舟
底
形
（
ク
サ
ビ
形
）
細
石
核
や
荒
屋
型

彫
器
な
ど
の
石
器
群
は
、
日
本
で
は
お
よ
そ
一
五
、
〇
〇
〇
年
前
な
い
し
一
四
、
〇
〇
〇
年
前
に
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
ら
の
石
器
群
は
シ
ペ
リ
ア
の
バ
イ
カ
ル
胡
田
『
辺
、
レ
ナ
川
上
流
、
ア
ン
ガ
ラ
川
上
流
な
ど
の
諸
地
域
で
は
、
約
三
万
年
前
に
近
い
こ

ろ
か
ら
既
に
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ア
ム
ー
ル
川
の
流
域
に
お
い
て
も
、
二
万
数
千
年
前
あ
る
い
は
二
万
年
前
の
前
後
の
年
代

が
、
ウ
ル
チ
・
ウ
ル
マ
遺
跡
や
バ
ル
カ
ス
ナ
ヤ
遺
跡
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

が
、
東
北
日
本
の
細
石
器
文
化
は
、
南
シ
ベ
リ
ア
・
東
シ
ベ
リ
ア
か
ら
ア
ム
ー
ル
川
の
極
東
を
経
て
東
北
日
本
へ
と
い
う
一
つ
の
ル
ー
ト

が
、
年
代
の
傾
斜
や
地
理
的
な
こ
と
な
ど
か
ら
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
年
お
よ
び
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
ア
ム
ー
ル
川

流
域
の
発
掘
調
査
お
よ
び
そ
の
結
果
は
、
日
本
を
含
め
た
東
北
ア
ジ
ア
の
後
期
旧
石
器
時
代
か
ら
中
石
器
時
代
の
研
究
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
船
で
再
び
ブ
ラ
ゴ
ベ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
に
戻
る
。
こ
の
都
市
は
指
定
観
光
地
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
日
本
の
観
光
背
は
も
ち
ろ
ん
研
究

者
も
入
っ
た
こ
と
が
無
く
、
我
々
が
最
初
の
訪
問
者
と
聞
か
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
地
質
学
研
究
所
と
博
物
館
（
写
真
1
0
）
を
訪
ね
、
さ
ら

に
地
質
学
研
究
所
で
行
な
っ
て
い
る
恐
竜
の
化
石
発
掘
現
場
を
見
学
す
る
。
全
長
が
五
な
い
し
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
水
辺
に
棲
息
す
る
恐
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竜
で
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
の
化
石
骨
が
調
度
出
土
し
て
い
た
。

　
地
質
学
研
究
所
主
催
の
夕
食
会
に
招
か
れ
、
一
週
間
ぶ
り
に
、
食
事
ら
し
い
食
事
に
あ
り
つ
く
。
そ
の
夜
、
ブ
ラ
ゴ
ベ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
の

空
港
か
ら
チ
タ
経
由
で
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
ヘ
、
六
時
間
の
夜
行
列
車
な
ら
ぬ
『
夜
行
飛
行
機
』
。
こ
れ
も
広
い
シ
ベ
リ
ア
な
ら
で
の
空
の
旅

と
言
え
よ
う
。

　
　
三
、
ア
ル
タ
イ
山
地
へ

　
早
朝
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
の
空
港
に
置
き
、
そ
の
日
の
昼
過
ぎ
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
二
名
と
合
流
し
、
二
〇
名
ほ
ど
が
乗
る
こ
と
の
で

き
る
チ
ャ
ー
タ
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
一
路
ア
ル
タ
ィ
山
地
へ
出
発
。
途
中
二
回
給
油
を
行
っ
て
、
五
時
間
後
、
標
高
約
二
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
ゴ
ル
ノ
ア
ル
タ
ィ
自
治
州
ア
ル
タ
ィ
山
地
の
ク
チ
ェ
ル
ラ
遺
跡
に
到
着
。

　
ア
ル
タ
ィ
山
地
は
西
シ
ベ
リ
ア
か
ら
始
ま
り
、
ゴ
ビ
砂
漠
ま
で
全
長
二
〇
〇
〇
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
、
標
高
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
が
連
な
っ
て
い
る
。
尾
根
の
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
飛
ぶ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
窓
か
ら
見
え
る
山
頂
近
く
は
雪

を
い
た
だ
き
、
谷
に
は
氷
河
、
さ
ら
に
、
そ
の
痕
跡
の
モ
レ
ー
ン
と
肖
い
小
さ
な
湖
な
ど
の
氷
河
地
形
が
眼
下
に
開
け
て
い
る
。
や
や
高
度

が
下
が
っ
た
尾
根
に
は
白
い
石
灰
岩
と
茶
色
が
か
っ
た
緑
色
の
苔
類
が
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
は
モ
ミ
・
カ
ラ
マ
ツ
・
シ
ベ
リ
ア
マ
ツ
な
ど

の
針
葉
樹
が
広
が
り
、
麓
か
ら
は
み
ど
り
の
草
原
が
山
地
に
向
か
っ
て
延
び
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
自
然
が
織
り
成
す
ア
ル
タ
ィ
山
地
の
六

月
・
七
月
は
、
一
年
中
で
最
も
美
し
い
季
節
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
納
得
で
き
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
素
晴
し
い
景
観
で
あ
る
。
中
国

と
の
国
境
ま
で
直
線
距
離
で
約
ハ
○
キ
ロ
と
い
う
山
奥
の
、
カ
ラ
マ
ツ
・
モ
ミ
Ｊ
ピ
フ
カ
バ
な
ど
の
林
の
空
き
地
に
着
陸
。

　
ク
チ
ェ
ル
ラ
遺
跡
は
幅
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
岩
山
の
裾
に
立
地
し
て
お
り
、
遺
跡
の
そ
ば

を
中
国
と
の
国
境
に
近
い
氷
河
に
源
を
持
つ
ク
チ
ェ
ル
ラ
川
が
勢
い
よ
く
流
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
の
調
査
は
昨
年
開
始
さ
れ
た
ば
か
り



で
あ
り
、
今
年
も
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
シ
ベ
リ
ア
支
部
の
研
究
所
所
員
で
、
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
教
育
大
学
教
授
の
モ
ロ
ー
ジ
ン
先
生
と

三
〇
名
ほ
ど
の
学
生
に
よ
っ
て
、
二
年
目
の
発
掘
調
査
が
キ
ブ
ノ
プ
を
け
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
氷
河
作
用
の
擦
痕
を
残
す
大
き
く
え
ぐ
れ
た
石
灰
岩
の
岩
山
は
、
大
昔
か
ら
地
元
の
人
に
よ
っ
て
『
聖
な
る
地
』
と
し
て
信
仰
の
対
象

に
な
っ
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
一
帯
は
岩
塩
が
と
れ
る
場
所
と
し
て
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
岩
山
の
据
の

岩
壁
に
は
、
シ
カ
・
ヤ
マ
ヤ
ギ
な
ど
の
動
物
、
シ
ャ
ー
マ
ン
（
呪
術
師
）
と
考
え
ら
れ
る
人
物
、
馬
に
乗
っ
た
人
物
な
ど
の
岩
壁
画
が
数
多

く
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
岩
壁
画
は
、
現
在
の
地
表
面
よ
り
上
に
露
出
し
た
岩
に
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
と
、
発
掘
に
よ
っ
て
初
め
て
発
見
さ

れ
た
も
の
と
が
有
り
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
刻
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
古
い
も
の
は
約
五
〇
〇
〇
年
前
の
ア
フ
ァ
ナ
シ
ェ
バ
ァ

文
化
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
し
だ
い
に
解
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
岩
壁
画
が
刻
ま
れ
て
い
る
岩
山
の
前
面
（
岩
陰
の
テ
ラ
ス
）
の
発
掘
で
は
、
新
石
器
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
『
祭
り
』
に
関
係
す

る
と
考
え
ら
れ
る
獣
骨
（
大
半
は
マ
ラ
ー
ル
と
い
う
シ
カ
の
一
種
）
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
。
獣
骨
の
量
に
比
べ
て
、
土
器
・
石
器
・

骨
角
器
な
ど
の
日
常
の
生
活
用
具
と
考
え
ら
れ
る
遺
物
は
極
端
に
少
な
い
。
や
は
り
特
殊
な
性
格
、
た
と
え
ば
動
物
を
神
に
捧
げ
る
祭
り

を
執
り
行
な
っ
た
場
所
と
の
解
釈
が
で
き
、
岩
壁
画
と
そ
の
前
面
か
ら
出
土
す
る
獣
骨
は
深
い
関
連
を
特
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
獣

骨
と
一
緒
に
出
土
し
て
い
る
川
か
ら
運
ん
で
来
た
で
あ
ろ
う
大
き
な
円
疎
や
落
盤
に
よ
る
平
た
い
石
も
祭
祀
遺
構
に
関
係
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
現
在
ま
で
の
調
査
で
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
ル
タ
イ
山
地
で
の
初
め
て
祭
祀
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
ク
チ
ェ
ル
ラ
川
に
接
し
た
林
の
中
に
設
営
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
こ
こ
で
の
調
査
生
活
は
、
ア
ム
ー
ル
川
の
調
査
の
よ
う

に
虫
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
快
適
で
あ
る
。
朝
夕
は
セ
ー
タ
ー
の
上
に
ジ
ブ
ノ
パ
ー
を
着
込
む
ほ
ど
冷
え
込
む
が
、
昼
間
は
爽
や
か

で
し
の
ぎ
や
す
い
気
候
で
あ
る
。

　
調
査
期
間
の
一
日
は
、
ク
チ
ェ
ル
ラ
川
沿
い
に
山
道
を
約
一
時
間
ほ
ど
下
り
、
そ
こ
か
ら
研
究
所
の
四
輪
駆
動
の
ト
ラ
。
ク
に
乗
り
込
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み
ヽ
山
道
を
揺
ら
れ
る
こ
と
約
二
時
間
で
、
草
原
の
小
高
い
丘
に
あ
る
突
鰍
（
チ
ュ
ル
ク
）
族
の
遺
跡
に
到
着
す
る
。

　
こ
の
民
族
は
、
六
世
紀
の
中
葉
か
ら
約
二
〇
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
、
ア
ル
タ
ィ
山
地
・
モ
ン
ゴ
ル
高
原
を
中
心
に
支
配
し
て
お
り
、
見

晴
ら
し
の
良
い
草
原
を
聖
地
と
定
め
て
ク
ル
ガ
ン
（
石
あ
る
い
は
土
を
積
ん
だ
墓
）
を
築
き
、
さ
ら
に
石
人
（
カ
ー
メ
ン
ナ
ヤ
・
バ
ー
バ
）

立
て
て
い
る
。
我
々
が
訪
ね
た
の
も
そ
れ
ら
の
一
つ
で
、
崩
れ
か
け
た
あ
る
い
は
盗
掘
を
う
け
た
直
径
一
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
で
、
低
い
墳

丘
（
マ
ウ
ン
ド
）
を
持
つ
ク
ル
ガ
ン
が
五
？
六
基
と
幅
四
〇
～
五
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
が
Ｉ
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
平
石
に
刻
ま
れ
た
石
人

一
〇
基
余
り
が
、
草
原
の
中
に
静
か
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
世
界
史
の
概
説
書
や
教
科
書
で
し
か
知
る
こ
と
の
な
か
っ
た
壮
大

な
北
ア
ジ
ア
史
の
Ｉ
ペ
ー
ジ
に
、
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
予
定
外
の
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

　
話
し
は
少
し
そ
れ
る
が
、
ク
チ
ェ
ル
ラ
遺
跡
の
調
査
中
、
ア
ル
タ
ィ
山
地
で
オ
オ
シ
カ
の
狩
猟
を
行
っ
て
い
る
ア
ル
タ
ィ
人
の
猟
師
の

親
子
に
会
っ
た
。
（
写
真
1
2
）
　
馬
に
乗
り
、
背
中
に
銃
を
下
げ
た
猟
師
の
出
で
立
ち
は
物
珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
猟
師
の
顔
や
体
付

き
は
日
本
の
地
方
に
行
け
ば
ど
こ
で
で
も
見
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
風
貌
を
し
て
お
り
、
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
で
ナ
ナ
ィ
（
族
）
会
っ
た

時
と
同
様
な
親
近
感
を
覚
え
た
。
そ
し
て
、
ふ
と
以
前
何
処
か
で
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
『
ア
ル
タ
イ
は
日
本
人
の
故
郷
』
と
い
う
言
葉
を

思
い
出
し
た
。
こ
の
こ
と
は
科
学
的
に
十
分
証
明
さ
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
。

　
た
だ
、
最
近
、
人
類
学
者
た
ち
は
、
一
連
の
分
子
生
物
学
の
研
究
分
野
で
、
日
本
民
族
の
ル
ー
ツ
を
究
明
し
て
い
る
。
た
と
へ
ば
、
の
ヨ

型
遺
伝
子
の
研
究
に
よ
る
と
、
日
本
民
族
は
北
方
型
遺
伝
子
に
よ
る
研
究
結
果
か
ら
、
北
方
型
蒙
古
系
民
族
に
属
す
る
も
の
で
、
そ
の
起

源
は
シ
ベ
リ
ア
の
バ
イ
カ
ル
湖
畔
に
あ
る
と
い
う
一
つ
の
結
論
を
出
し
て
い
る
。
日
本
人
が
持
っ
て
い
る
０
ヨ
型
遺
伝
子
の
割
合
が
、
シ

ベ
リ
ア
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
や
中
国
北
部
の
中
国
人
の
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
し
か
も
血
液
の
特
徴
と
も
一
致
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
北

方
型
蒙
古
茶
民
族
に
特
徴
的
な
こ
ヨ
遺
伝
子
は
、
バ
イ
カ
ル
湖
北
の
民
族
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
南
に
下
が
っ
て
日
本
へ
い
た
る
も
の
と
、

ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
を
越
え
て
エ
ス
キ
モ
ー
の
諸
部
族
へ
の
、
二
つ
の
大
き
な
流
れ
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
白
血
球
抗
原
型
で
も
日
本
人



は
ア
ジ
ア
の
北
方
系
民
族
に
共
通
す
る
抗
原
の
特
徴
が
存
在
す
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
日
本
民
族
の
祖
先
が
、
シ
ベ
リ
ア
の
民

族
と
近
い
関
係
を
示
唆
す
る
研
究
結
果
と
考
え
ら
れ
興
味
深
い
。

　
ク
チ
ェ
ル
ラ
遺
跡
で
の
調
査
を
済
ま
せ
、
そ
こ
か
ら
今
回
の
最
後
の
調
査
地
で
あ
る
西
シ
ベ
リ
ア
の
ジ
ェ
ニ
ソ
ワ
ヘ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
予
定
の
日
に
な
っ
て
も
迎
え
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
ん
で
来
ず
、
食
糧
の
少
な
く
な
っ

た
キ
ャ
ン
プ
に
三
日
間
待
機
さ
れ
ら
れ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
お
ま
け
が
つ
い
た
。
ク
チ
ェ
ル
ラ
遺
跡
の
今
年
の
発
掘
調
査
は
す
で
に

終
了
し
、
そ
れ
に
、
い
つ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
や
っ
て
く
る
か
解
ら
な
い
た
め
、
キ
ブ
ノ
プ
を
離
れ
て
周
辺
の
踏
査
に
出
掛
け
る
こ
と
も
で

き
ず
、
伺
を
す
る
で
も
な
く
、
全
く
暇
問
な
三
日
を
過
ご
す
。
麓
に
あ
る
飛
行
場
周
辺
の
天
候
が
悪
化
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
と
の
こ
と
。

三
日
目
の
夕
方
、
や
っ
と
『
救
出
』
さ
れ
た
時
は
、
国
籍
を
問
わ
ず
全
員
の
顔
に
安
堵
の
喜
び
を
か
い
ま
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
よ
そ

三
時
間
後
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
中
期
旧
石
器
文
化
研
究
の
メ
ョ
カ
で
あ
る
ジ
ェ
ニ
ソ
ワ
に
到
着
す
る
。

　
　
四
、
中
期
旧
石
器
文
化
研
究
の
メ
ッ
カ
　
ジ
ェ
ニ
ソ
ワ

　
ア
ル
タ
イ
山
地
を
流
れ
る
チ
ョ
ー
ル
ヌ
イ
・
ア
ヌ
イ
川
は
、
オ
ビ
川
上
流
域
の
一
つ
の
支
流
で
、
こ
の
流
域
だ
け
で
も
一
七
〇
？
一
八
○

の
数
の
洞
穴
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
ル
タ
イ
山
地
が
石
灰
岩
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
関
係
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
石
灰

岩
が
水
の
侵
食
を
受
け
て
、
自
然
に
洞
穴
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
洞
穴
の
中
に
は
、
遊
牧
民
が
宿
泊
の
た
め
今
も
一
時
的

に
利
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
大
昔
の
人
々
が
使
用
し
て
い
た
こ
と
も
当
然
う
な
ず
け
る
の
で
あ
る
。

　
ア
ヌ
イ
川
か
ら
約
二
八
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
開
口
し
て
い
る
ジ
ェ
ニ
ソ
ワ
洞
穴
は
、
こ
の
地
域
の
最
も
代
表
的
な
洞
穴
遺
跡
で
、
一
九

八
二
年
か
ら
発
掘
調
査
が
始
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
参
加
し
て
い
る
。
洞
穴
の
内
部
の
調
査
区
で
は
地
表
面
か
ら
六
メ

ー
ト
ル
近
く
掘
り
下
げ
ら
れ
、
見
事
な
文
化
層
の
重
な
り
が
見
ら
れ
る
。
地
表
面
に
近
い
上
の
層
か
ら
は
中
世
や
青
銅
器
時
代
の
遺
物
が

　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



　
　
　
シ
ベ
リ
ア
の
考
占
学
調
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

出
土
し
、
下
層
か
ら
は
旧
石
器
時
代
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
下
層
の
一
一
層
か
ら
二
二
層
に
か
け
て
の
文
化
層
か
ら
は
、
約
三
五
、

〇
〇
〇
年
前
か
ら
五
〇
、
〇
〇
〇
年
前
の
中
期
旧
石
器
文
化
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
。
パ
の
地
域
を

中
心
に
流
行
し
た
『
ル
バ
″
ロ
ワ
技
法
』
に
よ
る
剥
片
と
石
柱
、
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ョ
バ
の
中
期
旧
石
器
文
化
の
典
型
的
な
石
器
で
あ
る
ム
ス

テ
ィ
エ
型
尖
頭
器
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ョ
パ
の
石
器
文
化
の
伝
統
が
シ
ベ
リ
ア
に
拡
散
し
た
こ
と
を

示
す
好
資
料
で
あ
り
、
文
化
の
波
及
・
伝
播
を
考
え
る
上
で
重
要
視
さ
れ
る
。
各
専
門
分
野
の
発
掘
担
当
者
に
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
洞

穴
の
文
化
層
を
見
学
し
、
層
序
ご
と
の
出
土
遺
物
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
た
。
（
写
真
３
・
４
、
図
１
）

　
ジ
ェ
ニ
ソ
ワ
洞
穴
の
対
岸
に
、
我
々
を
含
め
た
調
査
者
の
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
を
ベ
ー
ス
キ
ブ
ノ
プ
に
し
て
、
一
週
間
の

調
査
活
動
を
行
う
。
テ
ン
ト
か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
は
、
半
恒
久
的
な
木
造
作
り
の
四
室
ほ
ど
の
研
究
室
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
こ
こ
に
発
掘
資
料
の
一
部
が
保
管
さ
れ
、
整
理
作
業
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
こ
の
地
域
の
調
査
研
究
の
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

　
ス
ト
ラ
シ
ュ
ナ
ー
ヤ
洞
穴
は
、
ジ
ェ
ニ
ソ
ワ
洞
穴
か
ら
西
へ
百
十
数
キ
ロ
の
カ
ザ
フ
共
和
国
よ
り
に
所
在
す
る
、
ア
ル
タ
ィ

山
地
の
中
期
旧
石
器
時
代
の
代
表
的
な
遺
跡
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
洞
穴
の
見
学
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
使
用
さ
れ
、
低
空
飛
行
す
る
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
小
さ
な
円
い
窓
か
ら
、
草
原
と
森
林
、
そ
れ
に
石
灰
岩
が
織
り
成
す
景
色
を
間
近
に
見
な
が
ら
、
約
一
時
間
ほ
ど
夏
の
ア
ル
タ

イ
山
地
を
空
か
ら
満
喫
す
る
。

　
洞
穴
は
イ
ニ
。
イ
川
と
テ
ィ
ギ
レ
ョ
ク
川
の
合
流
地
点
を
眼
下
に
見
下
ろ
す
石
灰
岩
の
険
し
い
岩
山
の
斜
面
に
開
口
し
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
の
見
晴
ら
し
は
す
こ
ぶ
る
良
く
、
こ
の
洞
穴
の
庄
ん
で
い
た
狩
人
は
二
つ
の
川
の
近
く
に
集
ま
る
マ
ン
モ
ス
や
バ
イ
ソ
ン
な
ど
、
こ

の
洞
穴
か
ら
出
土
し
て
い
る
動
物
の
動
き
を
い
ち
早
く
キ
七
。
チ
し
、
石
の
道
具
を
手
に
し
て
こ
の
崖
を
か
け
下
り
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

｜

｜

｜
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八
六

　
ス
ト
ラ
シ
ュ
ナ
ー
ヤ
洞
穴
の
規
模
は
、
今
回
訪
れ
た
他
の
洞
穴
に
比
べ
て
小
さ
い
が
、
洞
穴
内
の
土
層
堆
積
は
、
約
九
一
五
メ
ー
ト
ル

ま
で
掘
り
下
げ
た
試
掘
溝
で
も
岩
盤
に
達
し
な
い
深
さ
を
誇
っ
て
い
る
。
こ
の
洞
穴
の
調
査
主
任
で
あ
る
オ
ブ
ド
フ
先
生
の
説
明
に
よ
る

と
、
遺
物
は
地
表
か
ら
六
・
五
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
ま
で
出
土
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
実
際
、
ひ
ん
や
り
と
し
た
試
掘
溝
に
入
り
文

化
層
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
洞
穴
の
地
表
面
近
く
か
ら
は
新
石
器
時
代
の
遺
物
が
、
そ
の
下
層
か
ら
約
二
五
、
〇
〇
〇
年
前

の
後
期
旧
石
器
文
化
の
遺
物
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
下
層
近
く
に
は
、
お
よ
そ
四
○
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
年
前
と
推
定
さ

れ
る
中
期
旧
石
器
文
化
の
文
化
層
が
あ
り
、
ル
バ
″
ロ
ワ
技
法
に
よ
る
考
え
ら
れ
る
石
核
・
剥
片
な
ど
の
石
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
洞
穴
の
発
掘
調
査
は
一
九
六
六
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
お
り
、
全
面
発
掘
ま
で
に
は
今
後
二
〇
年
を
要
す
る
と
の
こ
と
。
こ
の
こ
と

は
九
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
堆
積
土
層
の
厚
さ
や
、
発
掘
し
た
土
を
四
五
メ
ー
ト
ル
下
の
チ
ギ
レ
ッ
ク
川
ま
で
下
ろ
し
、
水
洗
い
を
す
る
と

い
う
細
か
な
作
業
を
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
な
ず
け
る
期
間
で
あ
る
。
洞
穴
の
開
口
耶
に
は
、
真
下
の
川
に
向
か
っ
て
ワ
イ
ヤ

ー
と
縄
が
張
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
用
い
て
水
洗
す
る
土
を
下
ろ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
仕
組
み
を
セ
レ
ム
ジ
ャ
の
ウ
ス
チ
・

ウ
ル
マ
遺
跡
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
の
見
学
先
で
あ
る
カ
ー
ミ
ン
ナ
ヤ
洞
穴
は
、
ジ
ェ
ニ
ソ
フ
洞
穴
か
ら
約
三
〇
キ
ロ
上
流
に
位
置
す
る
小
さ
な
谷
の
奥
ま
っ
た
石
炭
岩

の
洞
穴
で
、
ジ
ェ
ニ
ソ
ワ
洞
穴
の
調
査
と
並
行
し
て
発
掘
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
洞
穴
の
奥
行
き
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
む
し
ろ
岩
陰
遺
跡

と
呼
ん
だ
方
が
適
当
と
思
え
た
。
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
洞
穴
の
前
庭
部
（
テ
ラ
ス
）
は
、
深
さ
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
発
掘
さ
れ
て
お
り

上
層
か
ら
は
新
石
器
時
代
の
土
器
な
ど
が
出
土
し
、
中
層
か
ら
約
一
二
、
〇
〇
〇
年
前
の
細
石
核
や
ス
ク
レ
イ
パ
ー
（
躾
器
・
削
器
）
な

ど
が
出
土
し
て
い
る
。
下
層
は
中
期
旧
石
器
時
代
の
ム
ス
チ
エ
文
化
に
対
比
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
地
に
建
て
ら
れ
た
小
さ
な

研
究
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
で
は
、
特
徴
的
な
石
器
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
石
灰
岩
の
洞
穴
遺
跡
と
い
う
こ
と
で
、
毛

サ
イ
・
バ
イ
ソ
ン
な
ど
多
量
の
服
侍
が
出
土
し
て
お
り
、
小
さ
な
侍
は
ふ
る
い
や
水
洗
い
に
よ
っ
て
検
出
し
て
い
る
。
（
写
真
６
）



　
こ
こ
の
キ
七
ン
プ
生
活
で
は
、
ア
ル
タ
ィ
地
方
に
古
く
か
ら
あ
る
二
つ
の
タ
ィ
プ
の
住
ま
い
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
は
洞
穴

の
直
ぐ
前
に
建
て
ら
れ
て
い
る
チ
ュ
ー
ム
（
ア
ル
タ
ィ
詰
で
ア
ィ
ユ
）
と
呼
ば
れ
る
直
径
が
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円
形
の
夏
用
の
家
で
あ

る
。
腕
の
太
さ
ほ
ど
の
二
七
本
の
柱
を
円
錐
形
に
組
み
立
て
、
屋
根
に
は
カ
ラ
マ
ツ
の
樹
皮
を
地
面
ま
で
葺
き
下
ろ
し
て
い
る
。
入
り
目

は
巻
貝
の
口
の
よ
う
に
二
重
に
な
っ
て
お
り
、
内
部
は
中
央
に
石
祖
み
の
炉
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て
コ
の
字
形
の

板
床
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
天
井
に
は
隙
間
の
空
い
た
棚
が
ぶ
ら
下
が
り
、
干
し
肉
が
置
か
れ
て
い
る
。
旧
石
器
時
代
・
新
石
器
時
代
さ

ら
に
青
銅
器
時
代
を
通
じ
て
の
、
普
遍
的
な
住
ま
い
の
あ
り
方
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
洞
穴
遺
跡
と
の
と
り
乙
口
わ
せ
が
一
段
と
興

味
深
い
も
の
に
し
た
。
［
写
真
１
１
］
）

　
今
一
つ
は
、
カ
ラ
マ
ツ
の
丸
太
を
横
に
し
て
一
四
本
ほ
ど
積
み
上
げ
た
ユ
ル
タ
と
い
う
住
ま
い
で
あ
る
。
内
部
の
中
央
に
ハ
ラ
サ
と
よ

ば
れ
る
梁
つ
き
柱
が
立
て
ら
れ
、
壁
沿
い
に
は
板
床
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
普
通
、
ロ
シ
ア
人
は
こ
れ
ら
の
木
造
の
家
を
『
な
た
（
ま
さ

か
り
）
』
　
一
本
で
作
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ウ
ス
チ
・
カ
ン
洞
穴
は
オ
ビ
川
の
支
流
の
一
つ
で
あ
る
チ
七
リ
シ
川
の
上
流
近
く
に
所
在
し
て
お
り
、
ジ
ェ
ニ
ソ
ワ
洞
穴
か
ら
ほ
ぼ
北

に
五
〇
キ
ロ
ほ
ど
の
距
離
で
あ
る
。
普
段
の
こ
こ
で
の
キ
ブ
ノ
プ
生
活
の
開
始
時
間
よ
り
二
時
間
近
く
早
い
八
時
三
〇
分
、
ラ
ィ
ト
バ
ン

ニ
首
に
分
乗
し
て
出
発
す
る
。
途
中
、
村
境
の
ヤ
カ
ノ
ー
ス
峠
で
訳
も
解
ら
ず
下
車
し
、
道
か
ら
少
し
入
っ
た
モ
ミ
の
林
に
案
内
さ
れ
る
。

モ
ミ
の
枝
に
は
細
く
裂
い
た
布
地
が
数
多
く
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。
我
々
に
ハ
ン
カ
チ
を
裂
い
た
布
切
れ
が
配
ら
れ
、
枝
に
結
び
付
け
る

よ
う
に
と
の
こ
と
。
こ
れ
は
ア
ル
タ
ィ
地
方
の
一
つ
の
習
慣
で
、
旅
人
が
自
分
の
土
地
を
離
れ
る
時
、
再
び
無
事
で
帰
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
願
い
を
こ
め
て
行
な
わ
れ
る
儀
式
と
の
説
明
を
間
い
た
。
ア
ル
タ
ィ
地
方
に
は
、
自
然
と
人
間
と
の
心
の
交
流
が
こ
の

よ
う
な
素
朴
な
形
で
残
さ
れ
、
今
も
こ
う
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
あ
る
種
の
感
動
を
覚
え
た
。

　
ウ
ス
チ
・
カ
ン
洞
穴
は
、
ウ
ス
チ
・
カ
ン
村
か
ら
東
南
に
四
キ
ロ
ほ
ど
の
草
原
に
そ
そ
り
立
つ
独
立
し
た
白
い
石
灰
岩
の
岩
山
の
斜
面
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に
所
在
し
、
前
面
に
流
れ
る
チ
″
リ
シ
川
か
ら
四
〇
～
五
〇
メ
ー
ト
ル
は
有
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
高
さ
に
、
洞
穴
の
大
き
な
口

を
空
け
て
い
る
。
こ
の
洞
穴
の
立
地
か
ら
し
て
、
そ
れ
こ
そ
何
処
か
ら
で
も
目
立
つ
存
在
で
あ
り
、
ア
ル
タ
イ
山
地
で
最
も
早
く
調
査
の

手
が
入
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
岩
山
の
北
側
斜
面
を
巻
い
て
洞
穴
に
登
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
発
掘
器
材
な
ど
の
荷
物
を
持

っ
て
の
毎
日
の
登
り
降
り
は
、
大
変
に
思
え
る
脆
い
足
場
と
急
匂
配
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
度
洞
穴
の
開
口
耶
に
立
つ
と
、
登
る
苦
労
を

瞬
時
に
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
の
素
晴
し
い
展
望
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
洞
穴
内
部
の
お
び
た
だ
し
い
ヤ
ギ
の
糞
の
臭
い
に
は
閉

口
す
る
が
。
対
峙
す
る
中
央
ア
ル
タ
イ
山
地
と
の
間
に
幅
数
キ
ロ
草
原
が
ほ
ぼ
南
北
に
長
く
広
が
り
、
ウ
ス
チ
・
カ
ン
の
材
も
見
渡
せ
る
。

野
獣
の
捕
獲
を
糧
と
し
た
旧
石
器
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
こ
の
洞
穴
か
ら
は
移
動
す
る
動
物
の
群
れ
を
手
に
取
る
よ
う
に
見
張
る
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
狩
猟
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
行
動
を
容
易
に
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
（
写
真
５
）

　
間
口
は
約
ハ
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
一
〇
数
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
洞
穴
か
ら
、
三
〇
〇
点
ほ
ど
の
石
器
や
山
岳
ヒ
ツ
ジ
な
ど
の
獣
骨
が
出
土

し
て
い
る
。
石
器
群
に
は
後
期
旧
石
器
文
化
と
中
期
旧
石
器
文
化
の
二
つ
の
時
期
が
存
在
し
、
特
に
四
～
五
万
年
前
と
考
え
ら
れ
る
ル
バ

ァ
ロ
ワ
文
化
の
様
岨
を
特
つ
ム
ス
チ
エ
文
化
の
存
在
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
ウ
ス
チ
・
カ
ン
洞
穴
を
後
に
、
さ
ら
に
北
東
へ
約
六
〇
キ
ロ
の
中
央
ア
ル
タ
イ
山
地
ほ
ぼ
中
央
に
開
け
る
扇
状
地
の
末
端
に
チ
ム
チ
ン

遺
跡
が
立
地
し
て
い
る
。
扇
状
地
の
草
原
に
は
色
と
り
ど
り
の
小
さ
な
草
花
が
一
面
に
咲
き
ほ
こ
ろ
び
、
遺
跡
に
足
を
踏
み
入
れ
る
の
に

ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ウ
ル
ス
川
に
面
す
る
崖
面
に
調
査
区
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
シ
ュ
ニ
コ
フ
先
生
か
ら
発
掘
状
況
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
る
。
発
掘
区
の
断
面
に
は
砂
配
∵
小
さ
な
辣
と
共
に
、
石
器
類
が
顔
を
覗
か
せ
て
お
り
、
断
面
採
集
を
行
う
。
（
写
真
７
）

こ
の
遺
跡
の
石
器
類
は
二
次
堆
積
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
見
事
な
ル
バ
″
ロ
ワ
石
核
・
ル
バ
″
ロ
ワ
ポ
イ
ン
ト
が
発
見
さ
れ
て

お
り
、
今
後
、
ア
ル
タ
イ
山
地
の
中
期
旧
石
器
文
化
の
開
地
遺
跡
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
チ
ム
チ
ン
遺
跡
の
草
原
で
パ
ン
・
チ
ー
ズ
、
缶
詰
な
ど
の
昼
食
を
と
る
。
シ
ベ
リ
ア
の
野
外
調
査
で
は
、
現
地
で
ま
き
を
集
め
て
す
ぐ



火
を
お
こ
し
、
紅
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
こ
と
が
ご
く
自
然
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
チ
ム
チ
ン
遺
跡
か
ら
六
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
片
岩
の
岩
山
の
据
に
立
地
す
る
旧
石
器
時
代
の
ウ
ス
チ
カ
ラ
ボ
ム
遺
跡
を
見
学
し
、
さ
ら
に

立
石
で
周
囲
を
円
形
に
囲
ん
だ
ア
フ
″
ナ
シ
ェ
バ
ヱ
又
化
の
ク
ル
ガ
ン
（
墓
）
に
立
ち
寄
り
、
（
写
真
1
3
）
そ
の
後
一
路
ジ
ェ
ニ
ソ
ワ
の

キ
ブ
ノ
プ
地
に
向
け
て
舗
装
さ
れ
て
な
い
悪
路
を
ひ
た
走
り
、
夕
方
帰
り
着
き
、
充
実
し
た
一
日
を
終
え
る
。

　
チ
ム
チ
ン
遺
跡
や
ス
ト
ラ
シ
ュ
ナ
ー
ヤ
洞
穴
な
ど
Ｉ
〇
〇
キ
ロ
を
超
す
よ
う
な
遠
く
の
遺
跡
の
見
学
と
共
に
、
ジ
ェ
ニ
ソ
ワ
洞
穴
の
近

く
に
所
在
す
る
旧
石
器
時
代
の
開
地
遺
跡
の
見
学
も
行
っ
た
。

　
そ
の
Ｉ
つ
が
ウ
ス
チ
カ
ラ
コ
ル
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
は
ジ
ェ
ニ
ソ
ワ
か
ら
上
流
へ
数
キ
ロ
上
っ
た
ア
ヌ
イ
川
に
接
す
る
低
い
丘
の
斜
面

に
立
地
し
て
い
る
。
川
に
最
も
近
い
斜
面
に
四
メ
ー
ト
ル
程
の
深
さ
の
大
き
な
調
査
区
が
設
け
ら
れ
、
ア
ヌ
イ
川
流
域
の
基
本
的
な
土
層

の
堆
積
状
況
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
丘
の
頂
上
部
に
向
か
っ
て
、
五
箇
所
の
小
さ
な
試
掘
溝
が
設
定
さ
れ
、
四
？
七
メ
ー

ト
ル
の
深
さ
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
遺
跡
は
中
期
旧
石
器
時
代
末
か
ら
後
期
旧
石
器
時
代
に
か
け
て
の
時
期
が
考
え
ら
れ
る
。
第
六
層
か
ら
、
ル
バ
″
ロ
ワ
技
法
に
よ

る
も
の
と
推
定
で
き
る
縦
長
の
剥
片
と
尖
頭
器
な
ど
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
五
層
に
は
大
形
の
石
刃
、
両
面
加
工
の
石
器

が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
石
器
群
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
第
五
層
下
部
か
ら
出
土
し
た
資
料
に
よ
る
放
射
性
炭
素
の
年
代
測
定
で
、
約
三

〇
、
〇
〇
〇
年
圭
二
で
○
○
○
年
前
と
い
う
値
が
出
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
年
代
が
正
し
い
も
の
と
す
れ
ば
、
ア
ル
タ
イ
出
走
に

お
い
て
は
三
万
年
前
に
近
い
こ
ろ
ま
で
ル
バ
ア
ロ
ワ
技
法
の
伝
統
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
ル
バ
。
ロ
ワ
技
法
の

伝
統
の
あ
り
方
や
そ
の
文
化
の
様
相
、
中
期
旧
石
器
時
代
と
後
期
旧
石
器
時
代
の
過
渡
期
の
絶
対
年
代
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
な
ど

の
大
き
な
問
題
に
関
連
す
る
重
要
な
遺
跡
と
言
え
よ
う
。

　
ジ
ェ
ニ
ソ
ワ
洞
穴
の
対
岸
で
、
調
査
団
の
キ
ブ
く
フ
地
に
隣
接
す
る
な
だ
ら
か
な
低
い
丘
に
位
置
す
る
ウ
ス
チ
ア
ヌ
イ
遺
跡
で
も
大
規
模
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そ
の
上
に
土
を
盛
り
上
げ
て
い
る
が
、
わ
ず
か
な
高
ま
り
が
見
ら
れ
る
程
度
の
低
い
墳
丘
（
マ
ウ
ン
ド
）
で
あ
る
。
盛
り
土
と
板
石
を
除
く

と
、
中
央
の
主
体
部
に
楕
円
形
の
土
墳
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
期
間
中
、
八
名
の
パ
ネ
ラ
ー
の
先
生
方
に
よ
る
旧
石
器
時

代
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
が
ジ
ェ
ニ
ソ
ワ
研
究
室
で
開
催
さ
れ
た
。
英
語
の
通
訳
と
発
電
機
を
電
源
に
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
展
開
さ
れ

た
興
味
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。

　
九
日
目
の
朝
、
ジ
ェ
ニ
ソ
ワ
の
キ
ブ
ノ
プ
地
を
出
発
し
、
約
四
〇
キ
ロ
下
っ
た
町
の
小
さ
な
空
港
か
ら
Ｉ
〇
散
人
が
や
っ
と
乗
る
こ
と

が
で
き
る
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
ア
ル
タ
ィ
山
地
を
後
に
し
て
、
北
へ
約
二
〇
〇
キ
ロ
の
バ
ル
ナ
ウ
ル
に
向
か
う
。
昼
食
後
、
そ
こ
か
ら
ラ
ィ
ト

バ
ン
の
単
に
乗
り
換
え
、
さ
ら
に
二
二
〇
キ
ロ
北
の
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
ヘ
移
動
す
る
。
何
処
ま
で
も
続
く
直
線
の
道
路
と
見
渡
す
限
り
の

平
野
が
広
が
り
、
山
な
み
が
全
く
目
に
入
ら
な
い
広
大
な
景
色
で
あ
る
。
夕
方
に
な
っ
て
や
っ
と
ノ
ホ
シ
ビ
ル
ス
ク
に
着
く
。

　
　
五
、
科
学
者
の
町
　
ア
カ
デ
ム
ゴ
ロ
ド
ク

　
ロ
シ
ア
語
で
新
し
い
町
と
い
う
意
味
の
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
は
、
オ
ビ
川
に
開
け
た
商
業
都
市
で
Ｉ
〇
〇
万
を
超
え
る
人
口
を
誇
っ
て
い

る
。
町
の
中
心
か
ら
車
で
三
〇
分
ほ
ど
の
所
に
、
ア
カ
デ
ム
ゴ
ロ
ド
ク
と
呼
ば
れ
る
科
学
者
の
町
が
あ
る
。
こ
の
町
に
は
各
種
科
学
研
究

機
関
が
点
在
し
て
お
り
、
今
回
我
々
を
シ
ペ
リ
ア
の
調
査
に
招
待
し
て
く
れ
た
ゼ
ェ
レ
ビ
ャ
ン
コ
博
士
は
、
こ
の
町
の
研
究
機
関
の
一
つ

で
あ
る
歴
史
・
言
語
・
哲
学
研
究
所
の
所
長
を
務
め
て
い
る
。

　
ア
カ
デ
ム
ゴ
ロ
ド
ク
で
二
〇
日
ぶ
り
に
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
。
シ
ベ
リ
ア
の
ホ
テ
ル
の
施
設
・
設
備
は
日
本
の
そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
、

快
適
さ
・
使
利
さ
で
の
点
て
ど
う
し
て
も
見
劣
り
が
す
る
部
分
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ム
ー
ル
川
流
域
や
ア
ル
タ
イ

山
地
で
の
慣
れ
な
い
キ
ブ
ノ
プ
生
活
を
続
け
て
い
た
我
々
に
と
っ
て
は
、
照
明
・
風
呂
・
ト
イ
レ
・
ベ
ョ
ド
・
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
有
る

ホ
テ
ル
は
快
適
そ
の
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
キ
ブ
ノ
プ
生
活
に
は
キ
七
ン
プ
生
活
の
良
さ
や
楽
し
さ
が
あ
り
、
今
回
そ
れ
を
十
分
味
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わ
っ
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
が
。

　
翌
日
は
朝
か
ら
ゼ
ェ
レ
ビ
ャ
ン
コ
博
士
の
研
究
所
を
訪
ね
る
。
四
階
建
て
の
近
代
建
築
で
、
正
面
入
り
目
に
は
、
シ
ベ
リ
ア
考
古
学
の

父
と
し
て
、
内
外
の
研
究
者
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
ま
た
、
こ
の
研
究
所
の
初
代
所
長
で
あ
る
故
オ
ク
ラ
ド
ニ
コ
フ
博
士
の
レ
リ
ー
フ
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
階
の
ピ
ロ
テ
ィ
に
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
マ
ン
モ
ス
象
の
全
身
骨
格
の
標
本
が
、
我
々
を
見
下
ろ

す
よ
う
に
置
か
れ
て
い
る
。
（
写
真
1
4
）

　
最
初
の
計
画
で
は
、
こ
の
研
究
所
で
三
日
間
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
ク
チ
ェ
ル
ラ
遺
跡
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
待
機
の
た
め
三

日
間
を
費
や
し
た
こ
と
で
、
こ
こ
で
の
見
学
は
一
日
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
短
い
時
間
を
有
効
に
と
い
う
ゼ
ェ
レ
ビ
ャ
ン
コ
博

士
の
図
ら
い
で
、
三
階
の
研
究
室
に
案
内
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
室
で
は
、
今
年
の
春
に
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
ば
か
り
の
蒙
古
の
旧
石

器
時
代
の
遺
物
整
理
が
、
研
究
所
所
員
で
発
掘
担
当
者
の
ペ
ト
リ
ン
先
生
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
。
石
器
の
見
学
と
ス
ラ
イ
ド
を

用
い
て
の
遺
跡
の
説
明
を
受
け
る
。
英
語
の
で
き
る
女
性
の
助
手
が
我
々
へ
の
通
訳
を
労
を
と
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
蒙
古
の
旧
石

器
文
化
研
究
の
大
半
は
、
表
面
採
集
の
資
料
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
た
め
、
ど
う
し
て
も
石
器
群
の
時
期
や
組
み
合
わ
せ
な
ど
、
基

本
的
な
研
究
が
不
足
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
三
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
琳
積
層
の
発
掘
調
査
で
得
た
資
料
は
ま
さ
し
く
好
資
料
で
あ

り
、
そ
の
整
理
の
進
展
に
よ
っ
て
蒙
古
の
旧
石
器
文
化
研
究
に
大
き
く
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
蒙
古
は
シ
ベ
リ
ア
・
中

国
東
北
部
・
韓
国
と
其
に
、
日
本
を
含
め
た
東
北
ア
ジ
ア
の
旧
石
器
文
化
研
究
で
重
要
な
地
域
だ
け
に
、
最
新
の
発
掘
資
料
と
遺
跡
の
ス

ラ
イ
ド
は
印
象
に
残
っ
た
。

　
こ
の
研
究
所
に
お
い
て
、
日
本
に
隣
接
す
る
沿
海
州
を
始
め
と
す
る
地
域
の
旧
石
器
文
化
の
石
器
見
学
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
し
か
し

そ
れ
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
を
唯
一
の
心
残
り
に
し
て
、
ノ
ホ
シ
ビ
ル
ス
ク
か
ら
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
ヘ
、
ブ
ラ
。
ク
経
由
の
夜
行
飛
行
機
で
向
か
う
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
は
、
調
査
団
五
名
で
今
回
の
調
査
を
振
り
返
り
、
ま
た
、
銘
々
で
く
つ
ろ
ぎ
、
シ
ペ
リ
ア
調
査
の
疲
れ
を
癒
す
。

ｊ



八
月
六
日
の
午
後
、
全
員
無
事
で
新
潟
空
港
に
降
り
立
ち
、
今
回
の
調
査
を
終
え
る
。

　
　
六
、
お
わ
り
に
か
え
て

　
今
回
の
一
ケ
月
間
の
シ
ベ
リ
ア
調
査
で
は
、
五
日
間
だ
け
が
ホ
テ
ル
で
、
そ
れ
以
外
は
テ
ン
ト
と
寝
袋
と
い
う
ハ
ー
ド
な
生
活
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
だ
け
に
シ
ベ
リ
ア
の
自
然
の
広
さ
と
美
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
ア
ム
ー
ル
川
流
域
と
ア
ル
タ
イ
山
地
で

貴
重
な
数
々
の
遺
跡
と
そ
の
成
果
の
一
端
を
直
に
学
ぶ
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
各
地
の
遺
跡
調
査
の
キ
ブ
ノ
プ
で
、
い
わ
ゆ
る
『
同
じ
釜

の
飯
』
を
食
べ
た
こ
と
で
、
ま
た
、
シ
ペ
リ
ア
の
大
学
生
と
の
キ
ブ
ノ
プ
フ
″
イ
ヤ
ー
や
ウ
ォ
ョ
カ
の
杯
を
傾
け
な
が
ら
の
研
究
者
と
の

集
い
で
、
暖
か
い
好
意
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
何
よ
り
の
喜
び
で
あ
っ
た
。

　
実
り
多
い
今
回
の
調
査
で
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
ゼ
レ
ビ
ダ
ノ
コ
博
士
を
始
め
と
す
る
シ
ベ
リ
ア
各
地
の
研
究
者
や
学
生
そ
れ
に
調
査

の
裏
方
を
つ
と
め
て
く
れ
た
多
く
の
人
た
ち
、
そ
し
て
、
調
査
団
の
加
藤
晋
平
・
加
藤
九
祚
・
畑
宏
明
・
梶
原
洋
の
諸
氏
、
そ
れ
に
、
今

回
の
調
査
に
対
し
て
理
解
を
得
た
別
府
大
学
各
位
、
以
上
の
す
べ
て
の
方
々
に
対
し
て
、
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
こ
の
小
文
は
今
回
の
シ
ベ
リ
ア
の
考
古
学
調
査
で
の
私
的
な
調
査
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
正
式
な
報
告
は
加
藤
団
長
の
下
で
、
い
ず
れ
ま

と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
シ
ベ
リ
ア
と
日
本
の
旧
石
器
文
化
の
対
比
や
関
連
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
体
験
を
生
か
し
な
が
ら
筆
者
な
り
に
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

史
　
学
　
論
　
叢

九
三



１，ガーシャ遺跡の調査（アムール川流域）
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２．ウスチ・ウルマ遺跡（アムール川流域）
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３．ジェニソワ洞穴（アルタイ山地）

４．ジェニソワ洞穴22層出土の中期旧石器



シ
ベ
リ
ア
の
考
占
学
調
査

５．ウスチ●カン洞穴（アルタイ山地）　　　　　　　　　　　　　　　　　j.

６．カーミンナヤ洞穴（アルタイ山地）

九

_心
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九
七

７　チムチン遺跡（アルタイ山地）

８　ウスチアヌイ遺跡（アルタイ山地）



９　ナナイ族の女性の噺り（アムール川流域）

1¶　アルタイ地方の伝統的な家（夏用のチ，－ム）

13　クルガン（町銅器時代の羞、アルタイ山地）

10　オオツノジカ・へ９．ｇｉａ傷錐

　　　（プラゴペシチ，ンスク博物館）

12　アルタイ山地の狩人親子

¶４　ソ達科学アカデミーシベリア食傷

　　歴史・言●一管学研究所

　　　　　　　　　（ノボシピルスク）

シ
ベ
リ
ア
の
考
占
学
調
査
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